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経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。
【IT】
・インターネットで企業PRしたい。
【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。
【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

金 融 情 報

2

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、2カ月連続改善。
先行きは慎重な見方
残り、横ばい圏内の動き
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全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

2.5％

1.8％

173万人

（前月2.5％）

（10～12月期）

（前月166万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.59倍

2.01倍

1.76倍

（前月1.58倍）

（前月2.06倍）［原数値]

（前月1.81倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島2.05倍 2.36倍 1.74倍 2.36倍 1.47倍

▲11.5

雇
用
情
報

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談

予約制

予約制

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時　7月5日（木）10：00～16：00
専門家　河南恵美税理士

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  6月7日、14日、21日、28日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を
表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
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サービス

前年同月比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先行見通し

 ▲13.1 ▲18.2 ▲18.5 ▲9.1

 0.5 22.5 ▲8.6 ▲10.0

 ▲18.3 ▲28.6 ▲16.7 ▲14.3

 ▲25.7 ▲3.2 ▲23.5 ▲9.7

 ▲7.6 ▲12.5 ▲8.5 ▲12.5
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3月

期間：2018年4月12日～18日　対象：全国の420商工会議所が3,941企業にヒアリング

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

景況天気予報／雇用情報 経営相談窓口

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

今月の利率
（平成30年5月16日現在）

平成30年度（4月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 5　件

2,245万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 0　件

0万円

0　件
0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

0　件

0万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

2　件

536万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分
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　事業承継には 「経営の承継」 や 「株式
の承継」 など複数の課題があります。
　国として円滑に事業承継を進めるため
に、経営者の 「気付き」 を促す事業承継
診断（アンケート調査）を行います。
　ISICOコーディネーターが各企業に訪
問しますので、ご協力をお願いします。
　また、お気軽にご相談いただくために
ブロックコーディネーターが小松商工会
議所内に在籍しておりますので是非ご活
用ください。

ISICO石川県産業創出支援機構

プッシュ型事業承継支援
高度化事業について
プッシュ型事業承継支援
高度化事業について

前玉コーディネーターをご紹介いたします

《略歴》
　前職は商工会で経営指導員として
30年間勤務し、小規模事業者の金
融経理や相続対策など経営全般の
支援に従事していました。

《お客様へのコメント》
　商工会の経営指導員として培った
ノウハウを基に皆様の経営課題に取
り組み、お会いした事業者様をはじ
め従業員の方々を笑顔にできるよう
貢献したいと考えています。
　みんなの石川県産業創出支援機
構（ISICO）、「あなたの前玉」として
業務に励みたいと思います。

経済産業省中小企業庁委託事業
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期間：2018年4月12日～18日　対象：全国の420商工会議所が3,941企業にヒアリング

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

景況天気予報／雇用情報 経営相談窓口

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

今月の利率
（平成30年5月16日現在）

平成30年度（4月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 5　件

2,245万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 0　件

0万円

0　件
0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

0　件

0万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

2　件

536万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

　
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
日
頃
何
か
と
ご
指
導
ご
協
力

賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
さ
て
、５
月
は
本
所
会
費
の

納
入
月
と
な
っ
て
お
り
、去
る
５

月
31
日
、口
座
振
替
の
方
々
に

は
ご
指
定
の
金
融
機
関
よ
り
口

座
振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、納
付
書
の
方
々
に
つ

き
ま
し
て
も
、早
速
ご
納
入
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
併
せ
て
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
尚
、領
収
証
の
発
行
を
ご
希

望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

小
松
商
工
会
議
所

総
務
財
政
課

☎
０
７
６
１・21・３
１
２
１

平成30年度

会費納入お礼

遊泉寺銅山跡
整備事業における

寄付金の
募集について

　
現
在
、遊
泉
寺
銅
山
跡
整
備

事
業
の
た
め
の
寄
付
金（
１
口

５
０
０
０
円
、２
口
以
上
）を
広

く
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
受
付
は
６
月
末
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、皆

様
の
ご
厚
志
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

遊
泉
寺
銅
山
跡
整
備
事
業

支
援
世
話
人

☎
０
７
６
１・21・３
１
２
１

小
松
商
工
会
議
所

総
務
財
政
課
　
　
　

担
当
：
山
本・北
川

　事業承継には 「経営の承継」 や 「株式
の承継」 など複数の課題があります。
　国として円滑に事業承継を進めるため
に、経営者の 「気付き」 を促す事業承継
診断（アンケート調査）を行います。
　ISICOコーディネーターが各企業に訪
問しますので、ご協力をお願いします。
　また、お気軽にご相談いただくために
ブロックコーディネーターが小松商工会
議所内に在籍しておりますので是非ご活
用ください。

ISICO石川県産業創出支援機構

プッシュ型事業承継支援
高度化事業について
プッシュ型事業承継支援
高度化事業について

前玉コーディネーターをご紹介いたします

《略歴》
　前職は商工会で経営指導員として
30年間勤務し、小規模事業者の金
融経理や相続対策など経営全般の
支援に従事していました。

《お客様へのコメント》
　商工会の経営指導員として培った
ノウハウを基に皆様の経営課題に取
り組み、お会いした事業者様をはじ
め従業員の方々を笑顔にできるよう
貢献したいと考えています。
　みんなの石川県産業創出支援機
構（ISICO）、「あなたの前玉」として
業務に励みたいと思います。

経済産業省中小企業庁委託事業
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INFORMATION INFORMATION

家電4品目（家庭用機器）を使用している事業者の皆様へ

事業所で使用している家電4品目（家庭用機器）は、
家電リサイクル法の対象です！

◆エアコン（セパレートタイプ（壁掛け型、床置き型）・ウインドタイプ）
◆テレビ（ブラウン管式、液晶・プラズマ式）
◆冷蔵庫・冷凍庫
◆洗濯機・衣類乾燥機
の家電4品目は、家庭用機器であれば、
事業所で使用されている場合（賃貸物件やリース事業での使用を含む。）
であっても、家電リサイクル法の対象です。
事業に伴い家電4品目を排出（廃棄）する場合には、
家電リサイクル法等に基づき、正しくリサイクルしてください。

家電4品目の排出（廃棄）に当たっては、原則として、
家電リサイクル法に基づき、「リサイクル料金」と
「収集運搬料金」が必要です。

詳しくは、 中部経済産業局のホームページをご覧ください。
ホームページ
http://www.meti.go.jp/policy/it_policy/kaden_recycle/shiryousyu/recycle_office.pdf

お問い合わせ先
中部経済産業局 資源エネルギー環境部 環境リサイクル課
担当：犬飼、高橋　電話：052-951-2768

中部経済産業局からのお知らせ

検
定
試
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の
お
知
ら
せ

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ
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団
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の
締
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は
異
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で
、
詳
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は
本
所
Ｈ
Ｐ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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小
松
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所
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）21・３
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販
売
士
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

販
売
士
は
５
年
に
１
度
資
格
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
お
手
元
の
認
定

カ
ー
ド
に
て
資
格
有
効
期
限
を
お
確
か
め
下
さ
い
。
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サ
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の
ご
案
内

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す

る
際
に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製

品
や
商
品
、セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等

の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
会
報
に
同
封
し

て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ
同
封
サ
ー

ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
日

　
毎
月
１
回（
毎
月
１
日
送
付
予
定
）

▼
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ

　
Ａ
４・Ｂ
５
サ
イ
ズ（
基
準
サ
イ
ズ
）

▼
利
用
料
金

　
４
１
，１
６
０
円（
税
込
）

▼
送
付
先

　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官
公
庁・

団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

▼
発
行
部
数

　
毎
月
約
３
，２
０
０
部

▼
申
込
締
切

　
送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

▼
納
品
期
日

　
送
付
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で

に
本
所
、ま
た
は
指
定
業
者
へ
納

品
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
松
商
工
会
議
所 

総
務
財
政
課

　
☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

平成30年度  支援事業のご案内
本所では、各種支援事業を実施しています。下記対象事業所に対し経費等の一部を助成いたします。本所では、各種支援事業を実施しています。下記対象事業所に対し経費等の一部を助成いたします。

【対象事業所】
①小松市が実施する「平成30年度小松ブランド新製
品等販路開拓支援事業」において認定された商品
を開発した事業所
②小松商工会議所が実施する本助成事業において、
本所選考委員会にて認定した事業所

【助成対象経費及び助成金額】
開発費・試験研究費、パンフレット作成費、広告掲載
費、見本市出展費用、その他必要と認める経費、対
象経費の2分の1以内とし、1社5万円を限度とする。

【新商品にかかる用語の定義（②対象事業所）】
Ａ．従来品と比較して地域性もしくは独創性に富む
商品・技術の開発

Ｂ．新市場を開拓するための商品・技術の開発
Ｃ．異業種交流等の取り組みによる商品・技術の開発
Ｄ．その他小松商工会議所が特に認めるもの

【対象事業所の決定及び業種等】
Ａ．対象事業所は本所の会員事業所とし、概ね4事
業所とする

Ｂ．②対象事業所は①小松ブランド認定分と重複不可
Ｃ．業種は問わない

新
商
品・新
技
術
開
発
支
援
助
成
事
業

【対象事業所】
①小松市が実施する「平成30年度こまつもんブラン
ド認定事業」において認定された商品を開発した
事業所内より
②本市6次産業の活性化を図る目的を満たす①以外
の事業所において、本所内部に設置する選考委員
会にて認定した事業所

【助成対象経費及び助成金額】
新たに、小松市の農産物を活用し新商品の製造・販
売を目指す事業者に対し、小松市の特産農産物仕入
れ経費の2分の1以内とし、1社5万円を限度とする。
但し、認定事業所は選考委員会において選考・決定
とするものとする。

【新商品にかかる用語の定義（②対象事業所）】
Ａ．従来品と比較して小松市の特産農産物を使用し
た新商品の開発

Ｂ．その他、小松商工会議所が特に認めるもの
【対象事業所の決定及び業種等】
Ａ．対象事業所は本所の会員事業所とし、概ね4事
業所とする

Ｂ．②対象事業所は①こまつもんブランド認定分と
重複不可

Ｃ．業種は問わない

【対象事業所】　本所会員事業所（小規模事業者）
卸売業、小売業、サービス業（宿泊業・娯楽業以外） 
常時使用する従業員の数・・・・・・5人以下

サービス業のうち宿泊業・娯楽業、製造業その他 
常時使用する従業員の数・・・・20人以下

【対象事業】
共同ビジネス事業
共同事業体（全市内企業者）が、共同出資等により事業を
行うための事業所を小松市内で整備する事業。
企業スマート化事業
生産性及び販売力等の向上のため、合理化・省エネ・自
動化・IＣT化を推進する設備等を導入する事業。
経営革新事業
従来の事業内容等を見直して、新役務（サービス）の開
発、既存役務の新たな提供方針の導入など、新たな事
業活動に取り組むための事業所を整備する事業。

空店舗活用事業
小松商店会連盟の加盟商店街に存在する空き店舗へ、
新たに出店する事業者に対し、改装費の一部を補助する
事業。但し、開店後は帰属商店街構成員になることを条
件とする。

【補助対象経費】
小松市内に事業所（工場・店舗等）の用地・建物、増改築
工事、設備・機器購入の取得・整備費。

【必要投資額、補助率、限度額】
必要投資額：50万円以上
補助率：補助対象経費合計額の10%
限度額：10万円

【対象事業所の認定及び決定等】
Ａ．対象事業所から、概ね5事業所とする。
Ｂ．認定事業所は選考委員会において選考・決定と
するものとする。

経
営
革
新
設
備
補
助
事
業（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）

6
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

申込み・問い合せ先　小松商工会議所　経営支援課　☎0761-21-3121

《募集期間》  平成30年6月1日～9月28日
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INFORMATION INFORMATION

家電4品目（家庭用機器）を使用している事業者の皆様へ

事業所で使用している家電4品目（家庭用機器）は、
家電リサイクル法の対象です！

◆エアコン（セパレートタイプ（壁掛け型、床置き型）・ウインドタイプ）
◆テレビ（ブラウン管式、液晶・プラズマ式）
◆冷蔵庫・冷凍庫
◆洗濯機・衣類乾燥機
の家電4品目は、家庭用機器であれば、
事業所で使用されている場合（賃貸物件やリース事業での使用を含む。）
であっても、家電リサイクル法の対象です。
事業に伴い家電4品目を排出（廃棄）する場合には、
家電リサイクル法等に基づき、正しくリサイクルしてください。

家電4品目の排出（廃棄）に当たっては、原則として、
家電リサイクル法に基づき、「リサイクル料金」と
「収集運搬料金」が必要です。

詳しくは、 中部経済産業局のホームページをご覧ください。
ホームページ
http://www.meti.go.jp/policy/it_policy/kaden_recycle/shiryousyu/recycle_office.pdf

お問い合わせ先
中部経済産業局 資源エネルギー環境部 環境リサイクル課
担当：犬飼、高橋　電話：052-951-2768

中部経済産業局からのお知らせ
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れ
て
い
る
皆
様
へ

販
売
士
は
５
年
に
１
度
資
格
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
お
手
元
の
認
定

カ
ー
ド
に
て
資
格
有
効
期
限
を
お
確
か
め
下
さ
い
。
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小
松
商
工
会
議
所
会
報

チ
ラ
シ
同
封

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

チ
ラ
シ
同
封

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す

る
際
に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製

品
や
商
品
、セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等

の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
会
報
に
同
封
し

て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ
同
封
サ
ー

ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
日

　
毎
月
１
回（
毎
月
１
日
送
付
予
定
）

▼
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ

　
Ａ
４・Ｂ
５
サ
イ
ズ（
基
準
サ
イ
ズ
）

▼
利
用
料
金

　
４
１
，１
６
０
円（
税
込
）

▼
送
付
先

　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官
公
庁・

団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

▼
発
行
部
数

　
毎
月
約
３
，２
０
０
部

▼
申
込
締
切

　
送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

▼
納
品
期
日

　
送
付
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で

に
本
所
、ま
た
は
指
定
業
者
へ
納

品
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
松
商
工
会
議
所 

総
務
財
政
課

　
☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

平成30年度  支援事業のご案内
本所では、各種支援事業を実施しています。下記対象事業所に対し経費等の一部を助成いたします。本所では、各種支援事業を実施しています。下記対象事業所に対し経費等の一部を助成いたします。

【対象事業所】
①小松市が実施する「平成30年度小松ブランド新製
品等販路開拓支援事業」において認定された商品
を開発した事業所
②小松商工会議所が実施する本助成事業において、
本所選考委員会にて認定した事業所

【助成対象経費及び助成金額】
開発費・試験研究費、パンフレット作成費、広告掲載
費、見本市出展費用、その他必要と認める経費、対
象経費の2分の1以内とし、1社5万円を限度とする。

【新商品にかかる用語の定義（②対象事業所）】
Ａ．従来品と比較して地域性もしくは独創性に富む
商品・技術の開発

Ｂ．新市場を開拓するための商品・技術の開発
Ｃ．異業種交流等の取り組みによる商品・技術の開発
Ｄ．その他小松商工会議所が特に認めるもの

【対象事業所の決定及び業種等】
Ａ．対象事業所は本所の会員事業所とし、概ね4事
業所とする

Ｂ．②対象事業所は①小松ブランド認定分と重複不可
Ｃ．業種は問わない

新
商
品・新
技
術
開
発
支
援
助
成
事
業

【対象事業所】
①小松市が実施する「平成30年度こまつもんブラン
ド認定事業」において認定された商品を開発した
事業所内より
②本市6次産業の活性化を図る目的を満たす①以外
の事業所において、本所内部に設置する選考委員
会にて認定した事業所

【助成対象経費及び助成金額】
新たに、小松市の農産物を活用し新商品の製造・販
売を目指す事業者に対し、小松市の特産農産物仕入
れ経費の2分の1以内とし、1社5万円を限度とする。
但し、認定事業所は選考委員会において選考・決定
とするものとする。

【新商品にかかる用語の定義（②対象事業所）】
Ａ．従来品と比較して小松市の特産農産物を使用し
た新商品の開発

Ｂ．その他、小松商工会議所が特に認めるもの
【対象事業所の決定及び業種等】
Ａ．対象事業所は本所の会員事業所とし、概ね4事
業所とする

Ｂ．②対象事業所は①こまつもんブランド認定分と
重複不可

Ｃ．業種は問わない

【対象事業所】　本所会員事業所（小規模事業者）
卸売業、小売業、サービス業（宿泊業・娯楽業以外） 
常時使用する従業員の数・・・・・・5人以下

サービス業のうち宿泊業・娯楽業、製造業その他 
常時使用する従業員の数・・・・20人以下

【対象事業】
共同ビジネス事業
共同事業体（全市内企業者）が、共同出資等により事業を
行うための事業所を小松市内で整備する事業。
企業スマート化事業
生産性及び販売力等の向上のため、合理化・省エネ・自
動化・IＣT化を推進する設備等を導入する事業。
経営革新事業
従来の事業内容等を見直して、新役務（サービス）の開
発、既存役務の新たな提供方針の導入など、新たな事
業活動に取り組むための事業所を整備する事業。

空店舗活用事業
小松商店会連盟の加盟商店街に存在する空き店舗へ、
新たに出店する事業者に対し、改装費の一部を補助する
事業。但し、開店後は帰属商店街構成員になることを条
件とする。

【補助対象経費】
小松市内に事業所（工場・店舗等）の用地・建物、増改築
工事、設備・機器購入の取得・整備費。

【必要投資額、補助率、限度額】
必要投資額：50万円以上
補助率：補助対象経費合計額の10%
限度額：10万円

【対象事業所の認定及び決定等】
Ａ．対象事業所から、概ね5事業所とする。
Ｂ．認定事業所は選考委員会において選考・決定と
するものとする。

経
営
革
新
設
備
補
助
事
業（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）

6
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

申込み・問い合せ先　小松商工会議所　経営支援課　☎0761-21-3121

《募集期間》  平成30年6月1日～9月28日
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1 中小企業倒産防止共済制度
経営セーフティ共済
経営セーフティ共済は、取引先事業者が倒産し、
売掛金債権等が回収困難になった場合に、貸付けが受けられる共済制度です。
「もしも」のときの資金調達手段として当面の資金繰りをバックアップします。

取引先の倒産から
会社を守る制度

上手に活用「ザ・共済」!

中小企業倒産防止共済制度の特長

1

info

掛金の10倍の範囲内で
最高8,000万円
まで貸付け

「回収困難となった売掛金債権等の額」と「掛金総額
の10倍に相当する額（最高8,000万円）」のいずれ
か少ない額となります。償還期間は共済金の貸付
金額に応じて5年～7年（据置期間6ヵ月を含む）で
毎月均等償還です。

2 貸付条件は
無担保・無保証人

共済金の貸付けは、「無担保・無保証人」「無利子」
です。
ただし、共済金の貸付けを受けますと貸付額の10
分の1に相当する額が積み立てた掛金総額から控
除されます。

3 掛金は法律上で
損金（法人）または
必要経費（個人事業）に

掛金月額は、5千円～20万円の範囲内（5千円単位）
で自由に選べます。

　経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産が原因で、経営
悪化の危機に直面してしまったときに資金を借入れることができ
る制度です。無担保・無保証人で、積み立てた掛金の10倍の範
囲内（最高8,000万円）で被害額相当の共済金が借入れ可能で
す。また毎月の掛金も税法上、法人の場合：損金に、個人の場合：
必要経費に算入できるため、節税効果があることも特徴です。

2 小規模企業共済
小規模企業の個人事業主（共同経営者を含む）
または会社等の役員の方が
廃業や退職後の生活資金、事業再建資金をあらかじめ準備しておく
共済制度です。

経営者のための
退職金制度

小規模企業共済制度の特長

1

info

全国1335万人が加入 昭和40年に発足した実績ある制度で、現在は全国
の経営者約133万人が加入しています。
（H29.3末現在）

2 掛金は全額所得控除 掛金は、金額が「小規模企業共済等掛金控除」とし
て、課税対象から控除できます。

3 受取時も税制メリット 共済金の受取は、一括の場合は「退職所得扱い」、
分割の場合は「公的年金等の雑所得扱い」です。

　小規模企業共済制度は、個人事業主（共同経営者含む）または会社
等の役員の方が事業をやめられたり退職されたりした場合に備えて、
あらかじめ資金を準備しておく国がつくった共済制度で、いわば「小規
模企業の経営者のための退職金制度」といえます。
　この制度の特徴は、①掛け金は全額所得控除。毎年、掛金が所得控
除となるため節税効果があります。②事業をやめられたりする際に受取
る共済金も、退職所得扱いまたは公的年金等の雑所得扱いとなるため、
節税効果があります。

www.smrj.go.jp/tkyosai
TEL.050-5541-7171（共済相談室） 経営セーフティ共済 検 索

www.smrj.go.jp/tkyosai
TEL.050-5541-7171（共済相談室） 小規模企業共済 検 索

詳しい内容のお問合せと
加入申込み 小松商工会議所経営支援課　TEL.0761-21-3121

法改正により平成28年4月1日から、会社役員の方は、
任意退任（65歳以上）でも有利な共済金を
受け取れるようになりました!
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石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
員
大
会
輪
島
大
会
開
催

　
平
成
30
年
度
石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の

通
常
総
会
及
び
第
18
回
会
員
大
会
が
輪
島
市
の
ホ
テ
ル
こ

う
し
ゅ
う
え
ん
に
て
開
催
さ
れ
、
小
松
商
工
会
議
所
青
年

部
か
ら
４
名
が
参
加
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
本
所
青
年
部
会
長
の
前
口
剛
氏
が
議
長
を
務

め
て
円
滑
に
議
事
を
進
行
し
、
審
議
事
項
に
つ
い
て
す
べ
て
承
認
さ

れ
た
。

　
平
成
30
年
度
県
連
会
長
に
は
七
尾
商
工
会
議
所
青
年
部
の
清
水

宏
司
氏
が
就
任
し
、
挨
拶
で
、「
石
川
県
連
、
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
、

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
な
ど
そ
の
繋
が
り
の
輪
を
大
き
く
し
て
い
き
、
繋
げ

る
こ
と
に
よ
り
情
熱
を
形
に
し
て
い
く
」
こ
と
を
訴
え
た
。

　
会
員
大
会
で
は
、
第
33
代
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
を
務

め
た
、
伴
靖
氏
が
講
演
し
、
全
国
大
会
大
会
会
長
を
務
め
た
際
の

取
組
や
経
緯
、
そ
し
て
自
身
の
家
庭
や
周
り
で
支
え
て
く
れ
た
人

達
の
話
を
し
、
会
場
の
会
員
は
講
演
に
聞
き
入
っ
た
。

　
終
了
後
は
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
親
睦
を
深
め
た
。

平成30年度県連会長の清水氏通常総会

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田
守
伸
）

は
、
今
年
度
の
小
松
市
の
産
業
振
興
施
策
に
理
解
を
深
め

る
委
員
会
を
開
催
し
、
19
名
が
参
加
し
た
。

　
委
員
会
は
、
小
松
市
産
業
未
来
部
次
長
の
山
本
直
樹
氏
と
商

工
労
働
課
参
事
の
津
田
直
宏
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
、

今
年
度
、
市
が
掲
げ
る「
活
力
み
な
ぎ
る
、
未
来
を
切
り
開
く
産

業
の
創
出
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
支
援
内
容
を
拡
充
さ
せ
た

小
松
市
経
営
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
支
援
事
業
を
中
心
に
紹
介
、
ロ
ボ

ッ
ト
や
A
I
と
い
っ
た
企
業
の
生
産
革
命
に
繋
げ
る
設
備
投
資
の

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
へ
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
産
学
官
連
携
、
異
業
種
連
携
促
進
な
ど
行
政
や
教
育

機
関
、
民
間
企
業
同
士
で
の
連
携
体
制
の
も
と
取
り
組
む
事
業
へ

の
支
援
や
人
材
の
確
保
・
定
着
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
も
展
開

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
出
席
し
た
委
員
に
積
極
的
な
利
活
用

を
依
頼
し
た
。

施策を説明する山本次長
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会議所の動き会議所の動き

4/244/24

公
立
小
松
大
学
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
視
察
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　
空
港
・
都
市
政
策
、
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
両
委
員
会（
委
員

長
　
今
出
真
稔
、
嵐
良
隆
）は
、「
公
立
小
松
大
学
と
地
方
創

生
」と
題
し
、
ゲ
ス
ト
に
公
立
小
松
大
学
学
長
　
山
本
博
氏

を
招
き
、
合
同
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、
山
本
学
長
は
「
地
方
創
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
地
域
学
習
、
共
同
研
究
等
に
つ
い
て
、
地
元

企
業
や
商
工
会
議
所
と
協
力
・
連
携
を
密
に
、
共
に
進
め
た
い
」
と

熱
い
思
い
を
話
さ
れ
た
。

　
講
話
の
後
、
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
や
自
習
室
、
ま
た
教
室

等
を
視
察
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、「
公
立
小
松
大
学
は
地
域
の
財

産
で
あ
り
、
産
業
界
も
連
携
を
深
め
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。
若
者
が
駅
周
辺
を
歩
い
て
お
り
、
賑
わ
い
を
感
じ
る
」
等
の

意
見
が
あ
り
、
公
立
小
松
大
学
を
核
と
し
新
し
い
形
に
進
化
す
る
駅

周
辺
の
理
解
を
深
め
、
小
松
市
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
役
立
て
て
い

く
こ
と
、
本
地
域
発
展
に
向
け
て
鋭
意
努
力
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
閉
会
し
た
。

空港・都市政策及び
商業・まちづくり合同委員会

4/274/27

拡
充
さ
れ
た
小
松
市
の
産
業
支
援
施
策
を
聴
く

中小企業対策委員会 4/254/25

4/234/23青年部

総務企画委員会

5/175/17青年部 5/135/13遊泉寺銅山跡記念式典

働
き
方
改
革
を
学
ぶ

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
堀
　
伸
市
）で
は
、

委
員
会
を
開
催
し
、
小
松
公
共
職
業
安
定
所
の
諸
田
一
良

所
長
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、「
働
き
方
改
革
」に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　
諸
田
所
長
は
、「
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
人
材
不

足
は
経
営
上
の
不
安
要
素
と
し
て
年
々
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。」
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
、「
こ
の
改
革
は
働
き
手
の
置
か
れ
た
個
々
の
事
情
に

応
じ
、
多
様
な
働
き
方
を
選
択
す
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
構
築
し
、
働
き
手
一
人
ひ
と
り

が
よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
事
業
主
様
に
置
か
れ
ま
し
て
は
年
々
拡
充
さ

れ
て
き
て
い
る
助
成
金
制
度
を
活
用
し
、
自
社
の
取
り
組
み
内

容
を
是
非
ご
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
出
席
者
へ
呼
び

か
け
た
。

ゲストの公立小松大学山本学長学内の視察風景

ゲストの諸田所長説明を聞く委員

5/225/22議員・評議員合同懇談会

事
業
承
継
税
制
の
平
成
30
年
度
改
正
と
は
？

　
本
所
で
は
、
小
松
税
務
署
長
の
長
谷
治
男
氏
を
講
師
に

招
い
て
議
員
・
評
議
員
合
同
懇
談
会
を
開
催
し
、
63
名
が

出
席
し
た
。「
事
業
承
継
税
制
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
話

で
は
、
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た

特
例
措
置
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
長
谷
氏
は
、
事
業
承
継
税
制
の
趣
旨
と
し
て
、
中
小
企
業
の

円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
た
め
に
平
成
21
年
に
創
設
さ
れ

た
こ
と
や
、
現
行
制
度
と
改
正
後
の
違
い
等
改
正
の
内
容
（
①

対
象
株
式
数
等
の
上
限
撤
廃
、②
雇
用
維
持
要
件
の
実
質
撤
廃
、

③
経
営
環
境
変
化
に
応
じ
た
減
免
制
度
の
創
設
、④
複
数
承
継
の

対
象
化
等
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
承
継
税
制
を
活
用
し
た
自
社
株
式
の
承
継
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
た
。

5/205/20粟津工場開放デー

コ
マ
ツ
粟
津
工
場
開
放
デ
ー
で
、ご
当
地
グ
ル
メ
を
出
店

　
５
月
20
日（
日
）、
コ
マ
ツ
粟
津
工
場
に
て
工
場
開
放
デ

ー
が
開
催
さ
れ
、
当
所
で
は「
小
松
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ー
ナ

ー
」を
構
え
、
来
場
者
に
地
元
の
グ
ル
メ
や
特
産
品
を
販

売
し
た
。

　
今
年
度
の
開
放
デ
ー
は
粟
津
工
場
創
設
80
周
年
を
記
念
し
、

工
場
内
に
造
成
し
た
緑
地
「
80
周
年
の
杜
」
で
の
記
念
植
樹
式

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャッ
プ
を
使
用
し
た
ア
ー
ト
作
品
の
制
作
が

行
わ
れ
た
。
建
設
機
械
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
試
乗
体
験

に
は
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
集
い
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
松
う
ど
ん
を
は
じ
め
、Ｊ
Ａ
小
松

市
の
ト
マ
ト
カ
レ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
チ
ャッ
プ
、
カ
ブ
ッ
キ
ー
の

焼
印
が
お
さ
れ
た
大
判
焼
、当
所
青
年
部
の
こ
ま
つ
ピ
ザ
が
出
店
、

地
元
の
食
材
な
ど
を
販
売
し
、
地
域
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

繋
げ
る
。小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
！

第
28
回
遊
泉
寺
銅
山
跡
記
念
式
典

小
松
市
産
業
発
展
の
祖
を
偲
ぶ

　
Ｇ
Ｗ
も
過
ぎ
、
若
葉
の
緑
が
色
付
く
中
、
遊
泉
寺
銅
山

跡
記
念
碑
前
広
場
に
て
コ
マ
ツ
、
行
政
関
係
者
、
本
所
工

業
部
会
員
、
地
元
町
内
関
係
者
ら
約
１
０
０
名
の
出
席
の

も
と
第
28
回
遊
泉
寺
銅
山
跡
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
生
憎
の
雨
だ
っ
た
が
、
式
典
で
は
西
正
次
会
頭
が

挨
拶
し
、
神
事
と
し
て
修
祓
の
儀
、
玉
串
奉
奠
が
執
り
行
わ

れ
た
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
和
田
愼
司
小
松
市
長
、
宮
川

吉
男
小
松
市
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
櫻
井
直
之
コ
マ
ツ

粟
津
工
場
副
工
場
長
の
発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
最
後
に
、
鵜
川
、
遊
泉
寺
、
立
明
寺
の
地
元
３
町
で
組
織

さ
れ
た
鵜
遊
立
地
域
活
性
化
委
員
会
の
西
尾
皓
史
委
員
長
が

挨
拶
し
、
記
念
式
典
を
締
め
く
く
っ
た
。

記念碑前にて神事乾杯

建設機械の展示・試乗体験賑わうグルメコーナー

基本方針を述べる前口会長来賓　西会頭

説明する長谷署長西会頭挨拶 委員会の様子

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
平
成
30
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
や
来
賓
の
出
席
の
も
と
事
業

計
画
や
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
前
口
会
長
は
、「
繋
げ
る
。
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
30
年
度
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
地
域
の
青
年
経
済
人
と
し
て
、
地
域
へ
の
貢
献

を
大
い
に
推
し
進
め
て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
活
動

の
内
容
を
よ
り
深
く
、
広
い
も
の
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

方
針
と
し
、
会
員
相
互
の
関
係
強
化
、
会
員
数
の
増
強
、
他

団
体
と
の
交
流
な
ど
繋
が
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
西
正
次
会
頭
が
祝
辞
を
述
べ
、
総
会

後
の
懇
談
会
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
た
。



石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
員
大
会
輪
島
大
会
開
催

　
平
成
30
年
度
石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の

通
常
総
会
及
び
第
18
回
会
員
大
会
が
輪
島
市
の
ホ
テ
ル
こ

う
し
ゅ
う
え
ん
に
て
開
催
さ
れ
、
小
松
商
工
会
議
所
青
年

部
か
ら
４
名
が
参
加
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
本
所
青
年
部
会
長
の
前
口
剛
氏
が
議
長
を
務

め
て
円
滑
に
議
事
を
進
行
し
、
審
議
事
項
に
つ
い
て
す
べ
て
承
認
さ

れ
た
。

　
平
成
30
年
度
県
連
会
長
に
は
七
尾
商
工
会
議
所
青
年
部
の
清
水

宏
司
氏
が
就
任
し
、
挨
拶
で
、「
石
川
県
連
、
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
、

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
な
ど
そ
の
繋
が
り
の
輪
を
大
き
く
し
て
い
き
、
繋
げ

る
こ
と
に
よ
り
情
熱
を
形
に
し
て
い
く
」
こ
と
を
訴
え
た
。

　
会
員
大
会
で
は
、
第
33
代
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
を
務

め
た
、
伴
靖
氏
が
講
演
し
、
全
国
大
会
大
会
会
長
を
務
め
た
際
の

取
組
や
経
緯
、
そ
し
て
自
身
の
家
庭
や
周
り
で
支
え
て
く
れ
た
人

達
の
話
を
し
、
会
場
の
会
員
は
講
演
に
聞
き
入
っ
た
。

　
終
了
後
は
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
親
睦
を
深
め
た
。

平成30年度県連会長の清水氏通常総会

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田
守
伸
）

は
、
今
年
度
の
小
松
市
の
産
業
振
興
施
策
に
理
解
を
深
め

る
委
員
会
を
開
催
し
、
19
名
が
参
加
し
た
。

　
委
員
会
は
、
小
松
市
産
業
未
来
部
次
長
の
山
本
直
樹
氏
と
商

工
労
働
課
参
事
の
津
田
直
宏
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
、

今
年
度
、
市
が
掲
げ
る「
活
力
み
な
ぎ
る
、
未
来
を
切
り
開
く
産

業
の
創
出
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
支
援
内
容
を
拡
充
さ
せ
た

小
松
市
経
営
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
支
援
事
業
を
中
心
に
紹
介
、
ロ
ボ

ッ
ト
や
A
I
と
い
っ
た
企
業
の
生
産
革
命
に
繋
げ
る
設
備
投
資
の

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
へ
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
産
学
官
連
携
、
異
業
種
連
携
促
進
な
ど
行
政
や
教
育

機
関
、
民
間
企
業
同
士
で
の
連
携
体
制
の
も
と
取
り
組
む
事
業
へ

の
支
援
や
人
材
の
確
保
・
定
着
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
も
展
開

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
出
席
し
た
委
員
に
積
極
的
な
利
活
用

を
依
頼
し
た
。

施策を説明する山本次長
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会議所の動き会議所の動き

4/244/24

公
立
小
松
大
学
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
視
察
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　
空
港
・
都
市
政
策
、
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
両
委
員
会（
委
員

長
　
今
出
真
稔
、
嵐
良
隆
）は
、「
公
立
小
松
大
学
と
地
方
創

生
」と
題
し
、
ゲ
ス
ト
に
公
立
小
松
大
学
学
長
　
山
本
博
氏

を
招
き
、
合
同
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、
山
本
学
長
は
「
地
方
創
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
地
域
学
習
、
共
同
研
究
等
に
つ
い
て
、
地
元

企
業
や
商
工
会
議
所
と
協
力
・
連
携
を
密
に
、
共
に
進
め
た
い
」
と

熱
い
思
い
を
話
さ
れ
た
。

　
講
話
の
後
、
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
や
自
習
室
、
ま
た
教
室

等
を
視
察
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、「
公
立
小
松
大
学
は
地
域
の
財

産
で
あ
り
、
産
業
界
も
連
携
を
深
め
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。
若
者
が
駅
周
辺
を
歩
い
て
お
り
、
賑
わ
い
を
感
じ
る
」
等
の

意
見
が
あ
り
、
公
立
小
松
大
学
を
核
と
し
新
し
い
形
に
進
化
す
る
駅

周
辺
の
理
解
を
深
め
、
小
松
市
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
役
立
て
て
い

く
こ
と
、
本
地
域
発
展
に
向
け
て
鋭
意
努
力
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
閉
会
し
た
。

空港・都市政策及び
商業・まちづくり合同委員会

4/274/27

拡
充
さ
れ
た
小
松
市
の
産
業
支
援
施
策
を
聴
く

中小企業対策委員会 4/254/25

4/234/23青年部

総務企画委員会

5/175/17青年部 5/135/13遊泉寺銅山跡記念式典

働
き
方
改
革
を
学
ぶ

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
堀
　
伸
市
）で
は
、

委
員
会
を
開
催
し
、
小
松
公
共
職
業
安
定
所
の
諸
田
一
良

所
長
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、「
働
き
方
改
革
」に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　
諸
田
所
長
は
、「
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
人
材
不

足
は
経
営
上
の
不
安
要
素
と
し
て
年
々
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。」
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
、「
こ
の
改
革
は
働
き
手
の
置
か
れ
た
個
々
の
事
情
に

応
じ
、
多
様
な
働
き
方
を
選
択
す
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
構
築
し
、
働
き
手
一
人
ひ
と
り

が
よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
事
業
主
様
に
置
か
れ
ま
し
て
は
年
々
拡
充
さ

れ
て
き
て
い
る
助
成
金
制
度
を
活
用
し
、
自
社
の
取
り
組
み
内

容
を
是
非
ご
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
出
席
者
へ
呼
び

か
け
た
。

ゲストの公立小松大学山本学長学内の視察風景

ゲストの諸田所長説明を聞く委員

5/225/22議員・評議員合同懇談会

事
業
承
継
税
制
の
平
成
30
年
度
改
正
と
は
？

　
本
所
で
は
、
小
松
税
務
署
長
の
長
谷
治
男
氏
を
講
師
に

招
い
て
議
員
・
評
議
員
合
同
懇
談
会
を
開
催
し
、
63
名
が

出
席
し
た
。「
事
業
承
継
税
制
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
話

で
は
、
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た

特
例
措
置
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
長
谷
氏
は
、
事
業
承
継
税
制
の
趣
旨
と
し
て
、
中
小
企
業
の

円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
た
め
に
平
成
21
年
に
創
設
さ
れ

た
こ
と
や
、
現
行
制
度
と
改
正
後
の
違
い
等
改
正
の
内
容
（
①

対
象
株
式
数
等
の
上
限
撤
廃
、②
雇
用
維
持
要
件
の
実
質
撤
廃
、

③
経
営
環
境
変
化
に
応
じ
た
減
免
制
度
の
創
設
、④
複
数
承
継
の

対
象
化
等
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
承
継
税
制
を
活
用
し
た
自
社
株
式
の
承
継
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
た
。

5/205/20粟津工場開放デー

コ
マ
ツ
粟
津
工
場
開
放
デ
ー
で
、ご
当
地
グ
ル
メ
を
出
店

　
５
月
20
日（
日
）、
コ
マ
ツ
粟
津
工
場
に
て
工
場
開
放
デ

ー
が
開
催
さ
れ
、
当
所
で
は「
小
松
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ー
ナ

ー
」を
構
え
、
来
場
者
に
地
元
の
グ
ル
メ
や
特
産
品
を
販

売
し
た
。

　
今
年
度
の
開
放
デ
ー
は
粟
津
工
場
創
設
80
周
年
を
記
念
し
、

工
場
内
に
造
成
し
た
緑
地
「
80
周
年
の
杜
」
で
の
記
念
植
樹
式

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャッ
プ
を
使
用
し
た
ア
ー
ト
作
品
の
制
作
が

行
わ
れ
た
。
建
設
機
械
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
試
乗
体
験

に
は
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
集
い
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
松
う
ど
ん
を
は
じ
め
、Ｊ
Ａ
小
松

市
の
ト
マ
ト
カ
レ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
チ
ャッ
プ
、
カ
ブ
ッ
キ
ー
の

焼
印
が
お
さ
れ
た
大
判
焼
、当
所
青
年
部
の
こ
ま
つ
ピ
ザ
が
出
店
、

地
元
の
食
材
な
ど
を
販
売
し
、
地
域
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

繋
げ
る
。小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
！

第
28
回
遊
泉
寺
銅
山
跡
記
念
式
典

小
松
市
産
業
発
展
の
祖
を
偲
ぶ

　
Ｇ
Ｗ
も
過
ぎ
、
若
葉
の
緑
が
色
付
く
中
、
遊
泉
寺
銅
山

跡
記
念
碑
前
広
場
に
て
コ
マ
ツ
、
行
政
関
係
者
、
本
所
工

業
部
会
員
、
地
元
町
内
関
係
者
ら
約
１
０
０
名
の
出
席
の

も
と
第
28
回
遊
泉
寺
銅
山
跡
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
生
憎
の
雨
だ
っ
た
が
、
式
典
で
は
西
正
次
会
頭
が

挨
拶
し
、
神
事
と
し
て
修
祓
の
儀
、
玉
串
奉
奠
が
執
り
行
わ

れ
た
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
和
田
愼
司
小
松
市
長
、
宮
川

吉
男
小
松
市
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
櫻
井
直
之
コ
マ
ツ

粟
津
工
場
副
工
場
長
の
発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
最
後
に
、
鵜
川
、
遊
泉
寺
、
立
明
寺
の
地
元
３
町
で
組
織

さ
れ
た
鵜
遊
立
地
域
活
性
化
委
員
会
の
西
尾
皓
史
委
員
長
が

挨
拶
し
、
記
念
式
典
を
締
め
く
く
っ
た
。

記念碑前にて神事乾杯

建設機械の展示・試乗体験賑わうグルメコーナー

基本方針を述べる前口会長来賓　西会頭

説明する長谷署長西会頭挨拶 委員会の様子

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
平
成
30
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
や
来
賓
の
出
席
の
も
と
事
業

計
画
や
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
前
口
会
長
は
、「
繋
げ
る
。
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
30
年
度
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
地
域
の
青
年
経
済
人
と
し
て
、
地
域
へ
の
貢
献

を
大
い
に
推
し
進
め
て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
活
動

の
内
容
を
よ
り
深
く
、
広
い
も
の
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

方
針
と
し
、
会
員
相
互
の
関
係
強
化
、
会
員
数
の
増
強
、
他

団
体
と
の
交
流
な
ど
繋
が
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
西
正
次
会
頭
が
祝
辞
を
述
べ
、
総
会

後
の
懇
談
会
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
た
。



アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）
を共済制度／福祉制度でサポートしています。
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INFORMATION 小松市役所からのお知らせ

  小松市経営モデルチェンジ支援事業 （全11事業、平成30年度制度拡充）
　新たな事業活動を通じて経営の向上
を目指す小松市内の中小企業者や起
業家の方々を支援するため、小松市内
において事業所の整備や設備投資、新
たな事業展開に係る経費の一部を補助
する助成制度です。

●補助対象となる事業例
[ハード事業] ロボットやAI、IoT等導入の生産革命サポート事業（検討相談、導入）
 共同ビジネス事業、企業スマート化事業、経営革新事業、高度化事業
[ソフト事業] アウトバウンド・インバウンド事業、自社ブランド開発事業、新分野

進出事業、6次産業・地域資源活用（農商工連携）事業
●対象経費・補助率 各事業によって異なります（詳細はお問い合わせ下さい）。
●認定に係る審査 新規性・独自性、技術性、市場性、安全性・安心性、その他
●申請資格 小松市に事業所又は住所を有する中小企業者又は個人

  小松ブランド新製品等販路開拓支援事業
　本市の中小企業者（個人でも可）が
開発した、新製品・新技術を小松ブラ
ンドに認定し、販路開拓等に要する経
費を助成します。

●補助率 対象経費の3/4
●補助金上限額 金賞：100万円、銀賞：50万円、銅賞：30万円
●対象経費 見本市経費、広告宣伝経費、海外販路開拓経費、インターネット

活用販売経費
 （以下金賞のみ）モニター試作品製作経費、産業財産権取得に要

する経費
●留意事項 補助対象となる新製品は国・県の補助対象とならないものとします。
 新製品は他社製品等の実用新案権や特許権等の産業財産権を

侵害していないものに限ります。
●認定に係る審査 新規性・独自性、技術性、市場性、安全性・安心性、その他
●申請資格 本市に事業所又は住所を有する中小企業者又は個人

  小松市産学官共同研究促進事業
　大学や公設試験研究機関と連携して
行う共同研究・共同検証に係る経費を
助成します。

●補助率・上限額 大学等との共同研究 2/3 300万円　
  3/4 30万円※
 大学等との共同検証 2/3 100万円　
 　　※に関する申請は書面審査のみの場合があります。
●対象経費 大学への支払費、原材料費、機械装置・器具工具費、外注加工費、

産業財産権の使用に要する経費など
●留意事項 補助対象となる共同研究、共同検証は国・県の補助対象とならな

いものとします。
●認定に係る審査 新規性・独自性、市場性、事業化・製品化の可能性、期待効果、産

学連携性、その他
●申請資格 本市に事業所又は住所を有する中小企業

  小松市異業種連携促進事業
　異業種連携による新商品・新サービ
ス等の開発等に係る経費を助成します。

●補助率・上限額 50万円以内（定額）
●対象経費 専門家謝金、旅費、試作・実験費など
●留意事項 補助対象となる新製品等は国・県の補助対象とならないものと

します。
●認定に係る審査 市場性、新規性、地域貢献性など
●申請資格 市内に事業所等を有する者で構成され、有機的に連携して実施

する連携体

提 出 先 小松市商工労働課（詳細や提出様式は小松市ホームページを確認下さい。）
締　　切 平成30年6月29日（金）　必着　（2次募集も予定しております）
問合わせ TEL 0761-24-8074　FAX 0761-23-6404　Mail : syoukou@city.komatsu.lg.jp

【入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）+小松商工会議所独自の給付制度（見舞金事業）】
生命共済制度ご加入の事業所さまへお知らせ

◆結婚祝金給付の追加について
　小松商工会議所独自の給付制度（現行 病気入院見舞金・事故通院見舞金）に平成30年
6月1日より新たに「結婚祝金」を追加します。「結婚祝金」は加入者が結婚したとき、1口
あたり5千円を支給します（加入者の加入期間が6か月以上の場合に限る）。
　請求は「見舞金・祝金請求書」にてご請求ください。なお請求の際に婚姻が確認できる書類を添付
していただきます。詳しくはパンフレットまたは小松商工会議所事業課共済係まで。

◆生命共済加入者61歳から75歳の方の掛金変更について
　61歳～75歳の方の生命共済の月額掛金が平成30年6月1日より下記のとおり変更となります。なお掛金は5月24日
引き落とし分より変更となっておりますのでよろしくお願いいたします。詳しくはパンフレットまたは小松商工会議所事
業課共済係まで。

小松商工会議所独自の祝金制度の内容

結婚祝金

 1口 2口 3口 4口 5口 6口 7口 8口 

 5,000円 10,000円 15,000円 20,000円 25,000円 30,000円 35,000円 40,000円 

月額掛金（61歳～75歳  1口）新旧表

61歳～65歳 66歳～70歳 71歳
（更新のみ）

72歳
（更新のみ）

73歳
（更新のみ）

74歳
（更新のみ）

75歳
（更新のみ）

男性

女性

男性

女性

新

旧

 1,225円 1,572円 1,869円 1,987円 2,160円 2,347円 2,556円 

 904円 1,029円 1,216円 1,291円 1,385円 1,486円 1,591円 

 1,296円 1,765円 2,152円 2,295円 2,492円 2,703円 2,963円 

 904円 1,077円 1,281円 1,364円 1,467円 1,580円 1,702円 

小松商工会議所事業課共済係　☎0761-21-3121
または〈引受保険会社〉アクサ生命保険㈱小松営業所　☎0761-24-4596お問い合わせ

新しい産業の創出と先端技術の育成に向けて中小企業の皆様を応援します。

加入促進
キャンペーン
実施中
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します。
●認定に係る審査 市場性、新規性、地域貢献性など
●申請資格 市内に事業所等を有する者で構成され、有機的に連携して実施

する連携体

提 出 先 小松市商工労働課（詳細や提出様式は小松市ホームページを確認下さい。）
締　　切 平成30年6月29日（金）　必着　（2次募集も予定しております）
問合わせ TEL 0761-24-8074　FAX 0761-23-6404　Mail : syoukou@city.komatsu.lg.jp

【入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）+小松商工会議所独自の給付制度（見舞金事業）】
生命共済制度ご加入の事業所さまへお知らせ

◆結婚祝金給付の追加について
　小松商工会議所独自の給付制度（現行 病気入院見舞金・事故通院見舞金）に平成30年
6月1日より新たに「結婚祝金」を追加します。「結婚祝金」は加入者が結婚したとき、1口
あたり5千円を支給します（加入者の加入期間が6か月以上の場合に限る）。
　請求は「見舞金・祝金請求書」にてご請求ください。なお請求の際に婚姻が確認できる書類を添付
していただきます。詳しくはパンフレットまたは小松商工会議所事業課共済係まで。

◆生命共済加入者61歳から75歳の方の掛金変更について
　61歳～75歳の方の生命共済の月額掛金が平成30年6月1日より下記のとおり変更となります。なお掛金は5月24日
引き落とし分より変更となっておりますのでよろしくお願いいたします。詳しくはパンフレットまたは小松商工会議所事
業課共済係まで。

小松商工会議所独自の祝金制度の内容

結婚祝金

 1口 2口 3口 4口 5口 6口 7口 8口 

 5,000円 10,000円 15,000円 20,000円 25,000円 30,000円 35,000円 40,000円 

月額掛金（61歳～75歳  1口）新旧表

61歳～65歳 66歳～70歳 71歳
（更新のみ）

72歳
（更新のみ）

73歳
（更新のみ）

74歳
（更新のみ）

75歳
（更新のみ）

男性

女性

男性

女性

新

旧

 1,225円 1,572円 1,869円 1,987円 2,160円 2,347円 2,556円 

 904円 1,029円 1,216円 1,291円 1,385円 1,486円 1,591円 

 1,296円 1,765円 2,152円 2,295円 2,492円 2,703円 2,963円 

 904円 1,077円 1,281円 1,364円 1,467円 1,580円 1,702円 

小松商工会議所事業課共済係　☎0761-21-3121
または〈引受保険会社〉アクサ生命保険㈱小松営業所　☎0761-24-4596お問い合わせ

新しい産業の創出と先端技術の育成に向けて中小企業の皆様を応援します。

加入促進
キャンペーン
実施中



会員事業所紹介
「
女
性
会
総
会
」開
催

　
　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
総
会

が
４
月
24
日（
火
）本
所
に
て
開
催

さ
れ
、
本
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

を
決
め
た
。

　
総
会
で
は
、
会
員
ら
32
名
が
出

席
し
、
島
節
子
会
長
が
挨
拶
、
西

正
次
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
よ
り

祝
辞
を
頂
い
た
。

　
提
出
議
案
の
、
平
成
29
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
お
よ

び
平
成
30
年
度
事
業
計
画（
案
）・

収
支
予
算（
案
）、
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、「
金
沢
お
ぐ
ら
座
」
代

表
取
締
役
の
鷹
箸
直
樹
氏
よ
り
、

「
芸
能
と
生
命
力
」
と
題
し
て
ご
講

話
を
い
た
だ
い
た
。

「
寄
せ
植
え
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催

　
４
月
27
日（
金
）、
ク
ロ
ム
サ
ハ
ウ

ス
代
表
の
合
場
加
代
子
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
寄
せ
植
え
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
会
員
ら
23
名
が
参
加

し
た
。

　
参
加
者
は
講
師
か
ら
指
導
を
受

け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
寄
せ
植
え
作

成
し
、
作
成
し
た
寄
せ
植
え
は
事

業
所
や
店
舗
な
ど
の
玄
関
先
に
飾

り
、
来
客
者
を
花
と
緑
で
お
迎
え

し
、
来
店
し
や
す
い
事
業
所
づ
く

り
に
役
立
て
た
い
と
し
た
。

「
全
国
子
供
歌
舞
伎

フェス
テ
ィ
バル
in
小
松
」

陣
中
見
舞
い

　
５
月
３
日（
木
）、
女
性
会
役
員

は
和
田
小
松
市
長
と
共
に
、
こ
ま
つ

芸
術
劇
場
う
ら
ら
に
て 「
全
国
子
供

歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
小
松
」 

に
出
演
す
る
こ
ど
も
役
者
、
囃
子

方
の
皆
さ
ん
に
激
励
を
兼
ね
て
小
松

の
物
産
の
差
入
れ
を
行
っ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
「
今
ま
で
稽
古
し
て

き
た
成
果
を
発
揮
し
、
す
ば
ら
し

い
舞
台
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

し
た
。

　
同
日
、
女
性
会
役
員
と
和
田
小

松
市
長
と
の
昼
食
懇
談
会
を
開
催

し
、
女
性
会
の
活
動
報
告
や
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

華
つ
う
し
ん

No.234

13 小松商工会議所［2018.6］ 12

土
に
触
れ
自
分
で
形
を
造
り
出
す
楽
し
さ
に
感
動
！

◆所 在 地 小松市粟津町カ13番地
◆ＴＥＬ・FAⅩ 0761‐65‐1108
◆料　　金 600円～ 2,500円
◆営業時間 8：30～ 19：00
◆定 休 日 不定休
◆席　　数 10席　　　
◆Email ryozando@arrow.ocn.ne.jp
※製作された作品は絵付けコースで２
週間、ろくろ・手びねりコースで約１
～２ヶ月でお届けします。（送料別途）
人数・料金など詳細はお気軽にお電
話でお問い合わせ下さい。

　
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
名
湯
・
粟

津
温
泉
の
中
心
部
に
伝
統
工
芸
の
九
谷

焼
を
製
造
直
売
す
る
ほ
か
、
６
色
の
九

谷
絵
具
を
鮮
や
か
に
使
っ
た
作
陶
体
験
も

出
来
る
当
店
が
あ
る
。
温
泉
に
訪
れ
た

観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
を
中
心
に
旅
の

思
い
出
や
贈
り
物
な
ど
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

価
格
で
温
泉
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い

る
。
ろ
く
ろ
回
し
、
手
ひ
ね
り
成
形
、

絵
付
け
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
経

験
豊
か
な
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、

皿
、マ
グ
カ
ッ
プ
、
湯
呑
、
ご
飯
茶
碗
、

箸
置
き
な
ど
世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
楽
し
く
造
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
ま
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は

姉
妹
館
の
九
谷
焼
窯
元
「
九
谷
良

山
堂
」
も
手
掛
け
た
数
百
の
器
が
所

狭
し
と
並
ん
で
お
り
、
こ
の
中
で
気

に
入
っ
た
作
品
を
探
し
出
す
の
も
ま

た
面
白
い
。

　
そ
し
て
体
験
し
た
あ
と
は
来
店
客

に
好
評
な
金
箔
入
り
の
コ
ー
ヒ
ー
や

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
ケ
ー
キ
セ
ッ

ト
な
ど
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
て
お
り
、

す
べ
て
九
谷
焼
の

器
で
出
さ
れ
る
と

い
う
か
ら
石
川
な

ら
で
は
の
雅
な
ひ

と
時
が
味
わ
え
る
。

　
体
験
コ
ー
ナ
ー

は
当
日
参
加
も
Ｏ

Ｋ
で
白
っ
ぽ
い
服
装
と
長
い
爪
は
避
け
た

方
が
よ
く
、
気
に
な
る
方
は
エ
プ
ロ
ン
持

参
、
そ
の
他
レ
ッ
ス
ン
に
関
わ
る
も
の
は

す
べ
て
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
万
病
息
災
・
美
容
効
果
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
粟
津
温
泉
に
お
立
ち
寄
り
の

際
は
是
非
当
店
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
貴
女
の
お
気
に
入
り
の
逸
品

が
手
に
入
り
ま
す
よ
。

代表　山下　好弘

九谷焼体験工房

ギャラリー＆カフェ
良 山

講師の鷹箸直樹氏を囲んで

女
性
会

N

津波倉南

粟津
小学校前

林町東●
こまつ
ドーム

●おっしょべ公園

粟津温泉
北

粟津温泉南

★良山

8

156

国道8号
バイパス

　
本
所
会
報
で
は
、毎
号
、会
員

事
業
所
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、希

望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付
順

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

掲
載
希
望
事
業
所

募
集
中
!!

会
員
事
業
所

　
　紹
介
コ
ー
ナ
ー

掲
載

 

無
料

会報

小松商工会議所
総務財政課

☎0761-21-3121

問い合わせ先問い合わせ先

寄せ植えを作成

こども役者らを激励

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら

2
0
0
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会
ま
で

様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会
議

室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
事
業

所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　（
土・日・祝  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
休
館
日

　
年
末
年
始（
12
／
29
〜
１
／
３
）

※

そ
の
他
休
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内

大
小
会
議
室
、研
修
室
11
室
、

駐
車
場
80
台
、冷
暖
房
完
備

●
料
金・申
し
込
み

事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
駐
車
場
に
つ
い
て（
ご
協
力
の
お
願
い
）

当
施
設
の
駐
車
場
台
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
お
車
を
乗
り
合
わ
せ
て
の
来
場
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

小
松
商
工
会
議
所
会
館

貸
会
議
室
の
ご
案
内3階　大ホール（301～303号室）3階　小会議室（305号室）

小
松
商
工
会
議
所  

事
業
課  

会
館
係  

☎
0
7
6
1・21・3
1
2
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
小
松
商
工
会
議
所「
貸
会
議
室
」

http://w
w
w
.kom

atcci.or.jp/
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土
に
触
れ
自
分
で
形
を
造
り
出
す
楽
し
さ
に
感
動
！

◆所 在 地 小松市粟津町カ13番地
◆ＴＥＬ・FAⅩ 0761‐65‐1108
◆料　　金 600円～ 2,500円
◆営業時間 8：30～ 19：00
◆定 休 日 不定休
◆席　　数 10席　　　
◆Email ryozando@arrow.ocn.ne.jp
※製作された作品は絵付けコースで２
週間、ろくろ・手びねりコースで約１
～２ヶ月でお届けします。（送料別途）
人数・料金など詳細はお気軽にお電
話でお問い合わせ下さい。
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作
品
を
探
し
出
す
の
も
ま

た
面
白
い
。

　
そ
し
て
体
験
し
た
あ
と
は
来
店
客

に
好
評
な
金
箔
入
り
の
コ
ー
ヒ
ー
や

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
ケ
ー
キ
セ
ッ

ト
な
ど
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
て
お
り
、

す
べ
て
九
谷
焼
の

器
で
出
さ
れ
る
と

い
う
か
ら
石
川
な

ら
で
は
の
雅
な
ひ

と
時
が
味
わ
え
る
。

　
体
験
コ
ー
ナ
ー

は
当
日
参
加
も
Ｏ

Ｋ
で
白
っ
ぽ
い
服
装
と
長
い
爪
は
避
け
た

方
が
よ
く
、
気
に
な
る
方
は
エ
プ
ロ
ン
持

参
、
そ
の
他
レ
ッ
ス
ン
に
関
わ
る
も
の
は

す
べ
て
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
万
病
息
災
・
美
容
効
果
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
粟
津
温
泉
に
お
立
ち
寄
り
の

際
は
是
非
当
店
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
貴
女
の
お
気
に
入
り
の
逸
品

が
手
に
入
り
ま
す
よ
。

代表　山下　好弘

九谷焼体験工房

ギャラリー＆カフェ
良 山

講師の鷹箸直樹氏を囲んで

女
性
会

N

津波倉南

粟津
小学校前

林町東●
こまつ
ドーム

●おっしょべ公園

粟津温泉
北

粟津温泉南

★良山

8

156

国道8号
バイパス

　
本
所
会
報
で
は
、毎
号
、会
員

事
業
所
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、希

望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付
順

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

掲
載
希
望
事
業
所

募
集
中
!!

会
員
事
業
所

　
　紹
介
コ
ー
ナ
ー

掲
載

 

無
料

会報

小松商工会議所
総務財政課

☎0761-21-3121

問い合わせ先問い合わせ先

寄せ植えを作成

こども役者らを激励

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら

2
0
0
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会
ま
で

様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会
議

室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
事
業

所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　（
土・日・祝  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
休
館
日

　
年
末
年
始（
12
／
29
〜
１
／
３
）

※

そ
の
他
休
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内

大
小
会
議
室
、研
修
室
11
室
、

駐
車
場
80
台
、冷
暖
房
完
備

●
料
金・申
し
込
み

事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
駐
車
場
に
つ
い
て（
ご
協
力
の
お
願
い
）

当
施
設
の
駐
車
場
台
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
お
車
を
乗
り
合
わ
せ
て
の
来
場
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

小
松
商
工
会
議
所
会
館

貸
会
議
室
の
ご
案
内3階　大ホール（301～303号室）3階　小会議室（305号室）

小
松
商
工
会
議
所  

事
業
課  

会
館
係  

☎
0
7
6
1・21・3
1
2
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
小
松
商
工
会
議
所「
貸
会
議
室
」

http://w
w
w
.kom

atcci.or.jp/
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